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国語科 第２学年１組 22 名 尾道市立三成小学校 指導者 日切 勇輝  

単 
元 
名 

ものすごいずかんを作ろう！ 

「ビーバーの大工事」 

指導について 

本単元の指導において，次のような工夫を図る。 

まず，生き物のすごいところを集めた「すごいずかん」を作成し，図書室に置いて全校児童に見て

もらうという学習の必然性を持たせ，学習の意欲を高める。 

ターゲット児童は大事な語や文を選ぶことに苦手意識をもっていることから，模型を提示したり絵

や写真などを掲示したりし，「は」や「ダム」などのキーワードを視覚的に意識できるようにする。ま

た，関連図書や新聞記事を見やすく掲示することで，一人で読んですごいと思うところを探そうとす

る意欲を高める。 

児童について 

読むことにおいて，本学級の児童は，これまでに時間的な順序や，事柄の順序などを考えながら書

かれている内容の大体を捉えることを学習してきている。ターゲット児童は，前年度の標準学力調査

の説明文の読み取りにおいて，正答率の全国平均が 83.2％に対して 47.4％であった。内容をまとまり

としてとらえたり，大事な語や文を選んだりするスキルは低いと考えられる。また，苦手意識のある

ものに対して固まってしまい，進んで取り組むことが難しいことがある。 

教材について 
本単元では，教材文を書かれている内容を順序に気をつけて読み，大事な事柄を選ぶことを学習し，

学習した力を用いて自分の選んだ生き物について調べ，「ものすごいずかん」を作成するという言語活

動を設定している。本教材はビーバーの巣作りについて，体の構造や機能と関連させて説明した文章

であり，巣作りの工程がまとまりごとに順序良く説明されており，まとまりごとに「すごい」を見つ

けることに取り組みやすいと考えられる。 
また，大事な語や文を選ぶ力をより確かなものにするために，関連図書や新聞記事を活用していく

ことが効果的だと考える。 

単元で取り上げる言語活動 

生き物について分かったことを「ものすごいずかん」にまとめて紹介する。 
                       （関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃア） 

本単元の目標 
（１）共通，相違，事柄の順序など情報と情報の関係について理解することができる。 

           〔知識及び技能〕（２）ア                
（２）文章の中の重要な語や文を考えて選び出すことができる。 

              〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ（１）ウ 
（３）学習の見通しを持って，進んで文章中の重要な語や文を考えて選び出し，分かったことなどを紹

介しようとしている。                   〔学びに向かう力，人間性等〕 



２ 単元の評価規準 

 

３ 指導と評価の計画（全 15 時間）（本時 7/15 時間） 

次 学 習 活 動（時数） 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

一 〇「ビーバーの大工事」で学習し

た力を使って調べたことを「も

のすごいずかん」にまとめ，紹

介するという学習の見通しをも

つ。（１） 

〇単元の流れや，図書館に「ものすごいず

かん」を掲示するという言語活動を伝え，

学習の見通しがもてるようにする。 

 

二 〇教材文を読み，ビーバーのダム

づくりの様子と巣作りの様子に

ついて読み取る。 
・書かれている内容についての 

大体をとらえ「すごい」と思うとこ

ろをまとめる。（６）（本時） 
・教材文を読んで理解したこと 

から，ビーバーの「ものすご 
いずかん」で紹介したいこと 
をまとめる。（２） 

〇その生き物の体の特徴や特性について書

かれていることを「すごい」として捉え

るという重要な語や文を見つける視点を

与える。 
〇複数登場するキーワードを見つけやすい

ように教材文のプリントを用意してお

く。 
〇大事な事柄を書き出せるように語や文を

書き出せるワークシートの用意をする。

その際，書き込むにつれ「ものすごいず

かん」の完成に近づくようにし，見通し

が持ちやすくする。 

 

三 〇学んだことをもとに，「ものすご

いずかん」にまとめる。 
・関連図書や記事をよみ，「すご 

い」と思うところについて調 
べる。（１） 

・生き物について「すごい」と 
思ったところをもとに，「もの 
すごいすかん」にまとめる。 

（３） 
・友達と読み合う。（１） 
 
 
 

○大事だと思う語や文を書き出せるメモ用

紙を作成しておく。 
○紹介することをまとめるときには，読む

相手のことを考え，より簡単に分かりや

すくまとめることを伝える。 
○途中の段階でも友達と読み合う機会を設

け，内容を交流させるとともに，友達の

まとめ方の工夫やよさを取り入れられる

ようにする。 
○児童自身が文章を読み返し，書き直せる

よう，見直しの視点を示しておく。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む態

度 
①共通，相違，事柄の順序など

情報と情報との関係につい

て理解している。（（２）ア） 

①読むこと」において，文章の中の重要な

語や文を考えて選び出している。 
（Ｃ(1)ウ） 

①進んで，学習の見通しをも

って，内容の大体を捉え，

「ものすごいずかん」を作

ろうとしている。 

〔思考・判断・表現①〕

ワークシート① 
・大事だと思う語や文

を選び出し，まとめ

ることができてい

る。 

〔知識・技能①〕 
ノート① 
・ビーバーの体と巣作

りの関係について理

解している。 
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〔知識・技能①〕 
メモ① 
・調べて分かったこと

を，整理し，見出し

を立てて書くことを

理解している。 

〔思考・判断・表現①〕

ワークシート② 
・大事だと思う語や文

を選び出し，まとめ

ることができてい

る。 



四 〇単元の学習を振り返る。（１） 〇単元を通して，読んだり書いたりする際，

常に段落を意識して学習してきたことを

ノートやレポートで振り返られるように

する。 
〇生活科との合科的な学習を行う良さが児

童から出れば紹介し，今後の学習につな

げる。 
 
 

 

 

４ 本時の展開  

（１）本時の目標 

 
 
 
（２）本時の展開 

学習活動 
「主な発問」（思考の場） 
・予想される児童の反応 

◇指導上の留意事項 
◆「努力を要する」状況と判断した 

児童への指導の手立て 

○評価規準 
〔観点〕 

（評価方法） 
１ 前時の学習を振り返り，本時のめ

あてを確認する。 
 
 
２「ビーバーはどこに，どのような巣

を作るのでしょうか」 
（個人→グループ→全体） 
・ダムのみずうみの真ん中に巣を作ります。 
・ダムと同じように，木と石と泥を積み上

げて作ります。 
・巣の入り口は，水の中にあります。 
 
「なぜ，ビーバーはダムを作り，その

湖の真ん中に巣を作るのでしょう

か。」 
・泳ぎの上手な動物でないと，巣の中に入

ることができないからです。 
・敵に襲われないようにするためです。 
・安全な巣を作るために湖の真ん中に巣を

作ります。 

 

◇前時を振り返り，本時のめあてを確

かめさせる。 

 

 

◇ビーバーの巣がダムの真ん中にあ

り，入り口が水の中にあることに気

づかせる。 

◆教材文に線を引かせ，ビーバーの巣

作りについて，他の動物にはない

「すごい」と思うところを見つけら

れるようにする。 

 

◇ビーバーの巣の様子と，ビーバーが

ダムを作る目的を関連付けながら

読み取らせるようにする。 

◆ビーバーの巣の図を示し，泳げなけ

れば入ることができないことを視

覚的に認識させ，教材文の文と関係

づけさせる。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビーバーのす作りの「すごい」を見つけよう。 

大事だと思う語や文を選び出し，まとめることができる。（Ｃア） 

〔主体的に学習に 
取り組む態度①〕 

ノート② 
・単元を通して学習の

見通しをもって，

「ものすごいずか

ん」を作ろうとして

いる。 



 
（３）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

  

 

 

３ まとめとして「ものすごいずか

ん」にビーバーの巣作りの「すごい」

についてまとめる。 
 
 
 
 
４ 学習の振り返りをする。 
 

◆まとめが書けない児童には，板書の

中心となる語句や文を使ってまと

めを書いてみるように声をかける。 
 
 
 
 
 

〇大事だと思う語や

文を選び出し，まと

めることができて

いる。 
〔思考・判断・表現〕

（ワークシート） 
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挿絵 

 

○期待される児童の姿（振り返り例） 
 のみみたいな歯があったり，上手に泳げるたりするから，ほかの動

物に襲われない安全な巣を作ることができるんだと思った。 

○期待される児童の姿（まとめ例） 
 ビーバーは，あんぜんなすを作るために，みずうみの真ん中にすを

作ることがすごいと思いました。 


